
第 64 回 市史講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

第 1８９号 

平成 26 年 12 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

今年は，どんな１年だったでしょうか。３月に，待望の 『新修 小松市史』 Ⅱ期１巻目の ｢民俗編｣ が発刊

されました。内容がわかりやすく動画付きも手伝って，大変好評で，残りわずかとなっています。 

今年の気候は大荒れでした。５月に，最高気温が 30 度を記録したり，10 月には，２週続けて台風が接近

したりと，異常気象が続き，11 月には地震も発生し，日本全土異変に包まれています。 

そのような中，先月 16日の ｢市史講座｣ には，多数の方にご参加いただきありがとうございます。次回

は，恒例の ｢古文書講座｣ です。楽しみにお待ちください。 

小松出身「其方」の狂歌について 

講師：綿抜豊昭筑波大学教授 

１１月１６日 参加人数61名 

会場：小松市公会堂 

 今回の講座は，小松出身の狂歌師 ｢其方｣ と彼の綴った

『狂歌絵日記』についてご講演いただきました。 

俳句や短歌には慣れ親しんではいるものの，狂歌を取り

上げるのは今回が始めてで，その鑑賞ポイント(左参照)を

あげながら，絵日記に詠まれている狂歌を読み解いていき

ました。 

狂歌の面白みは，ポイントにもあるように，だじゃれの

要素を含めた掛詞(ｶｹｺﾄﾊﾞ)。これをいかに繰り返し何度も 

☆狂歌鑑賞ポイント☆ 

・繰り返し(リズム感) 

・掛詞(だじゃれ) 

・繰り返しと掛詞の合わせ技 

・名前の詠み込み 

・古典等をふまえる 

・対句(二項対立) 

使うかです。其方の狂歌には，これでもかというほど掛詞の連発で，しかも

その中に，名前まで読み込んだり，古典文学を取り入れたり，その作歌能力

には驚くばかりです。ここで一例を紹介しましょう。 

｢世もかわる姿もかわるふる里の 小松も我も雪をいただく｣ 

其方は，金沢の犀川畔に居を構えますが，菩提寺が小松にあったことから

よく訪れており，来る度に様子が変わる有様に，自分もそれだけ年を取った

のだなあと詠んだ狂歌。｢ふるさと｣の｢ふる｣に｢雪が降る｣と｢古びる｣を連想

させ，｢小松｣には木の｢小松｣と地名の｢小松｣を掛け，｢雪をいただく｣は松に

雪が積もった様子と，雪＝白で，白髪になった(年を取った)自分を思い起こ 

させます。この他にも，｢世も｣･｢姿も｣と｢小松も｣･｢我も｣など対句表現が使われ，ツウでないとわからない技巧の

高さが窺えます。この日綿抜氏は，其方(ｷﾎｳ)の｢キ｣にちなみ，｢黄｣色のセーターを着てきましたが，この程度の

ダジャレではレベルがかなり低いとのこと。でもまずは手始めに，掛詞を取り入れて狂歌をつくってみましょう!! 



 

12月まで特別価格(3,800円)にて，販売しております。

お求めの方は，お早目に，市史編纂事務局まで，お越し

ください。１月以降は，5,000 円となります。 

 市史講座 アンケート結果 (49 名回収) 
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日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

  １     ２     ３     ４ ５ ６ 

７ ８ ９ 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31    

 は小松市史編纂事務局 (図書館 2 階) が閉室しています。 

＜1２月のカレンダー＞ 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

市史編纂担当（小松市教育委員会生涯学習課） 

・住所 〒923-8650 小松市小馬出町 91 

・TEL  0761(24)8274 ・FAX 0761(23)3563 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 

 

＜事務局 1２月の活動予定＞ 

・ 12 月 ４日(木) 町屋調査(安宅町) 

・ 12 月 ４日(木) 山間部民家調査 

・ 12 月 ７日(日) 寺社建築彫刻調査 

・ 12 月 15 日(月) 美術工芸部会 

＜事務局 11 月の活動状況＞ 

・ 11 月 1･2･3･5･6･13 日 山間部民家調査 

・ 11 月 13 日(木) 温泉･鉱山調査(県庁) 

・ 11 月 15･17･22･26･27 日 山間部民家調査 

・ 11 月 16 日(日) 第 64 回市史講座 

・ 11 月 19･27 日  神社･町屋調査 

・ 11 月 27 日(木) 産業部会 

・ 11 月 27･28 日  繊維関係調査 

新修 小松市史「民俗編」のお知らせ 
 

☆ 市史講座はいかがでしたか？ 

・勉強になった   20 人 

・分かりやすかった 19 人 

・また参加したい  16 人 

 

☆ 年齢 

・70 代   24 人 

・60 代   12 人 

・80 代以上 12 人 

 

☆ 性別        ☆ 住まい 

・男性 38 人     ・小松市 44 人 

・女性  7 人     ・市外   2 人 

年明けて２月８日，２月 15 日，３月１日に，袖吉正樹氏を

講師にお招きし，古文書講座の開催を予定しております。

内容等は，次号以降でお知らせします。 

次回講座のお知らせ 

【ご感想・ご希望】 

・狂歌への理解が非常に深まった。 

・連歌，狂歌など初めて接して興味がわいた。 

・小松出身とのことで興味深い内容であった。 

・奥深い世界の話で，今後の研究の成果が楽しみです。 

・尾小屋鉱山と横山家，芭蕉と俳句などを学びたい。 

・もっと小松の古文書を学びたい。 

 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

